
             鳴毒:ス ビン函歎の簗換性に就て(第2報)

                 研 究 報 告

        ・1.ス ビ ン函数 の変 換 性 に就 て(第2報)

              鳴   海      元

  1)前 報告りでは同種粒子を含む系に於ける各粒子のスビンが任意である場合にこの系のス

 ピン函敏を構成する方法,並 びにそれらを共通の基底 とする廻韓群及び封構群の表現を同時に

 簡約することによつて,そ の攣換性が如何に決定 されるかを示 した.

  併 しこの結果は,ス ピンがY2(軍 位h)な る多電子問題に於てDirae2)が 用いた,特 性演算

 子の方法を任意のスピンsを もつ粒子系の間題に損張することによつて も得 られることが讃明

 され る.但 し,ス ピン演算子の牛可換性などが一般に失われる事實に關連 して計算は必すしも

 容易ではないが,特 性演算子の作 る置換群の表現行列の性質か ら,各 類元素 に劃慮する表現行

 列(こ れが一般には既約でない黙がs=%の 場合 と異なる)の 指標に關 して分枝圖表(一 般に

(2s+1)分 枝を もつ)が 一般的に作られ,そ れから得 られ る封稻群の既約表現への簡約の結果が

 第1表 に與えられ る.
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  この報告では字数に可成の制限があるので,粒 子のスピンがs=1,%,且 同種粒子敷f=2,

 3,4,6の 場合に限定 した.叉 この各表の第一一行はf次 の封稻群6fの 既約表現,第 一列は廻轄

 群の積表現 〔9s〕fの簡約の結果得られた,系 の合成 スピンSの 取 り得 る値であつて,そ の各々

 が廻韓群の既約表現 ⑤sを 指定してい る.こ れらを除 く0又 は正の整数値は⑤sに 属する厳 の

 同値な既約表現が何回現われるかを示す.術6虻 の既約表現の記號に就いては本文末尾の文献

 (3)を 参照 されたい.唯Z1≡{f}は すべて恒等表現を意味する.且66に 於ける{2,14},{16}

 はs=1,%の 範團では何れ も現われないから,以 上の表ではその列をすべて省略 した.

  2)以 上の結果 を川いれば,任 意筒の同種粒子が特定の塞間劃稻を以て団定 された系,例 え

 ば封構分子系の核 スピン函数の憂換性が得 られる.斯 る室聞封稻は三次元全廻縣群の部分群③

 によつて規定される4).こ の群は常 に置換群塁(これは一般 に封稻群efの 部分群である)にi類

型に爲像 される.(但 し⑤ヨCi, C2。, Vd,1)fi, Td, Oh等 では特 に同型である).從 つてG£ の既

約表現は撃の表現 としては必すしも既約ではない.即 ち系の室聞封梅を考慮す ることによつて

 6tの 既約表現は更に③ の既約表現に簡約 される.若 し黙が ⑤に類型である場合には,同 値な

 核り の置換に封慮する類元素に注目してその簡約を行 えばよい。併 し磐がGfに 一致する場合

 には斯 る簡約を必要 としない.m; ll表は代表的な二三の例 に限つて以Lの 結果を総括 した.
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  こ れ ら の 結 果 か ら,核 ス ピ ン 函 敷 の 攣 換 性 は す べ て ⑤ の 既 約 表 現ITiの 直 和 と し て,

             Σ{(2S÷1)Σ σ(i, S)・1'i}
             t          1

 で與 え られ る,但 し(2S十1), a(i,S)は 夫 々合 成 ス ピ ンSに 属 す る核 ス ピ ン 多重 度,並 びt:r,
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          右割,湯 淺 灘 い申性子 による11Nの 核鵬 についで

に 同値 な 既 約 表 現 の現 われ る度 数 に他 な らな い、

 最後 に本研究 の初 めに御討論戴 いた湯川教授,鵡 所 にすべてを掲 げ得 なかつ た表 の作成 に援助 をおし まれ
                       し
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       2.邊 い 中性 子 に よ る'INの 核 反 慮 に つ い て

            反 鷹 エ ネ ノレギPの 精 密 測 定

            石 割 隆 太 郎.湯 淺 一 輕
                               }

 迦 い 中性 子 に よ る]INの 核 反 慮

       ii.N十 乙n=1きC十IH十Q                     (1)

に よ つ て 川 來 るiきCは β一線 を放 射 して 再 びilNに もど る。

       1まC==1季H十E                            (2)

但 しEは β一放 射 能 の エ ネ ル ギPを 表 は す.こ のCycleか ら中性 子 と水 素 との質 量 差n-Hが

       n-H=Q十E                  (3)

と して求 め られ る事 は,Bonner及 びBrubaker1)に よ り指 摘 され,そ の後Stephens2}に よ

つ て論 ぜ られ て い る.

 i;N十1'1の 反 憲 エ ネル ギ ーQは 既 に直 接 或 は間 接 の方 法 で 二 三 の測 定 が 行 は れて い るが3-s、

未 だ 十 分 確 定 的 な 値 は 得 られ て居 な い.一 方11Cの β線 の最 大 エネ ル ギ ーは 最 近 相 當 に信 頼 慶

の 高 い 結 果 が得 られ て い るの でv-12),我 々 は 反鷹(1)の エネ ル ギ ーQを 精 密 に測 定 し,(3)の

關 係 に よ りn-Hの 値 を槍 討 す る事 を行 つ た.

 實 験 方 法  素 窒 ガ ス 入 りの 電 離薗 をTherlnd Neutron t:さ ら し,生 じたProton及 び

菖起 の 作 る イ オ ン の捕 集 に よ る電 堅 脈 動 を比 例壇 巾 器 で増 巾 し
,ブ ラウ ン管上 の振 れ を爲眞 に

撮 影 しその 統 計 を と り,一 方ThC'よ りの 一様 な α一綿 に よ る振 れ の統 計 とを比 較 検 討 す る こ と

に よ り,エ ネ ル ギ ー(～ を求 め る方 法 を とつ た.

 使 用 した 電 離 函 は直 径11。3Cm,深 さ1.5 cmで,之 に 加 え る電 墜,増 巾 器 の時 間 常 数 の選 探

に は,精 度 を高 め る爲 に特 別 の注 意 を彿 つ た.一 般 に電 離 画 内 の ガ スがProtonを 放 出 す る場

合,そ の エ ネル ギ ー は 一 定 で あつ て も増 巾 器 出 力 の脈動 の大 さは一 定 とは な らず,ProtOn獲

生 の場 所 及 び 方 向 に よ り大 さが 異 な り,振 れ の分 布 は或 る廣 が りを呈 す る.こ の廣 が りの程 度
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